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今
後
、
歳
入
に
合
わ
せ
た
歳
出

構
造
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
律
の
事
業
費
削
減
や
ス
リ
ム
化

に
よ
る
組
織
縮
小
な
ど
を
主
体
と

す
る
「
減
量
経
営
」
で
は
な
く
、

目
標
管
理
制
度
や
事
務
事
業
点
検

シ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
、
公
が
す

べ
き
仕
事
と
民
に
ま
か
せ
る
べ
き

仕
事
を
き
っ
ち
り
と
区
分
し
、
市

民
と
協
働
し
な
が
ら
事
務
事
業
を

選
別
し
て
い
く
「
政
策
経
営
」
へ

と
早
急
に
転
換
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
特
別
会
計
予
算
】

十
三
会
計
合
計
の
前
年
度
比
は
、

ほ
ぼ
同
額
で
す
が
、
国
民
健
康
保

険
事
業
が
百
七
・
九
％
、
介
護
保

険
事
業
で
百
五
・
七
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
給
付
額
が

大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
介
護
予
防

へ
向
け
た
取
組
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

【
水
道
事
業
会
計
予
算
】

こ
の
四
月
か
ら
の
水
道
使
用
料

の
値
上
げ
に
伴
い
、
黒
字
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
対
し

て
は
、
現
在
の
地
下
水
の
水
質
状

況
や
、
危
機
管
理
と
し
て
の
府
営

水
道
の
位
置
づ
け
、
ま
た
貴
重
な

地
下
水
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
に
賛
成
し
た
議
員
の
一
人
と
し

て
、
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

値
上
げ
賛
成
討
論
で
要
望
し
た
こ

と
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
「
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
」
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

円
を
繰
入
れ
た
予
算
編
成
で
あ
り
、

事
業
の
廃
止
や
見
直
し
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
依
然
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
。

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
要
と

な
る
市
民
税
収
入
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
五
十
・
九
億
円
で
す
が
、

個
人
市
民
税
は
減
収
傾
向
で
、
法

人
市
民
税
は
横
ば
い
の
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
に
よ
る
市
民
税
の
増

収
を
目
指
し
て
、
一
昨
年
度
制
定

さ
れ
た
企
業
立
地
促
進
条
例
の
よ

う
な
新
た
な
取
組
が
必
要
で
す
。

歳
出
で
は
、
金
額
の
多
い
順
で

見
ま
す
と
、
福
祉
に
使
わ
れ
る
民

生
費
六
十
六
・
三
億
円
、
庁
内
の

Ｉ
Ｔ
関
連
の
総
務
費
四
十
四
・
八

億
円
、
道
路
建
設
な
ど
の
土
木
費

三
十
六
・
五
億
円
で
、
こ
の
三
つ

で
ほ
ぼ
六
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

三
月
議
会
に
て
、
平
成
十
七
年

度
の
長
岡
京
市
一
般
・
特
別
会
計

お
よ
び
水
道
事
業
会
計
予
算
が
、

別
表
の
金
額
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
予
算
】

平
成
十
七
年
度
の
予
算
は
、

①
市
街
地
再
開
発
事
業
の
完
成

と
市
民
の
期
待
に
応
え
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、

②
地
域
特
性
や
地
域
資
源
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
実
現
の

た
め
の
事
業
、

③
緑
と
景
観
が
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
実
現
の
た
め
の
事
業
、

④
安
心
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
実
現
の
た
め
の
事
業
、

の
４
つ
を
重
点
事
業
と
し
、
財
源

が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
と
同

じ
く
今
年
度
も
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
か
ら
十
一
・
四
億

参加してくれた選手たち

長岡京市民懇話会主催　イベントのお知らせ

第3回「親子であそぼう！創作ひろば」から

第3回「グラウンドゴルフ大会」から
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が
図
れ
、
都
市
経
営
の
視
点
で
の
見

直
し
を
行
う
環
境
が
少
し
で
も
整
っ

た
と
考
え
て
い
る
」

質
問
「
平
成
十
六
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
枠
配
分
予
算
制
度
の
課
題
は

何
か
改
善
さ
れ
た
の
か
？
」

答
弁
「
枠
予
算
配
分
制
度
に
該
当

す
る
事
業
に
は
義
務
的
経
費
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
自
由

な
裁
量
に
よ
る
事
業
間
の
財
源
の
振

替
や
削
減
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

対
象
と
な
る
事
務
事
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
、
精
度
を
高
め

て
い
き
た
い
」

【
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】

市
民
と
協
働
し
な
が
ら
事
務
事

業
を
選
別
し
て
い
く「
政
策
経
営
」

へ
の
転
換
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

発
揮
で
き
る
枠
配
分
予
算
制
度
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
今
後
と
も

訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

②
こ
れ
か
ら
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

質
問
「
使
い
き
り
予
算
の
慣
行
を

た
北
開
田
共
同
浴
場
を
、
一
般
施
策

化
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
全
部
改

正
で
す
。

入
浴
料
金
は
現
行
料
金
（
大
人

（
中
学
生
以
上
）
百
七
十
円
・
小
人

（
小
学
生
以
下
（
六
十
円
）
が
据
え

置
か
れ
ま
す
。

こ
の
議
会
で
は
、
大
き
く
三
項
目

に
つ
い
て
合
計
八
点
の
質
問
を
行

い
、
市
長
・
教
育
長
・
企
画
部
長
・

総
務
部
長
・
健
康
福
祉
部
長
・
環
境

経
済
部
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
答
弁
を
簡
単
に
ま
と

め
ま
し
た
（
質
問
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

①
平
成
十
七
年
度予

算
編
成
に
つ
い
て

質
問
「
こ
の
平
成
十
七
年
度
の
予

算
編
成
に
お
い
て
「
減
量
経
営
」
か

ら
「
政
策
経
営
」
へ
の
道
筋
は
つ
け

ら
れ
た
か
？
」

答
弁
「
行
政
各
部
門
と
の
議
論
を

通
し
て
、
各
施
策
の
目
的
と
効
果
の

再
確
認
や
、
責
任
の
所
在
の
明
確
化

平
成
十
七
年
第
一
回
議
会
定
例
会

が
、
二
月
二
十
四
日
（
木
）
か
ら
三

月
二
十
五
日
（
金
）
の
三
十
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
審
議
さ
れ
た
予
算
議
案
以

外
の
主
な
議
案
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

第
九
号
議
案

地
方
自
治
法
と
同
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
庁
舎
の
維
持
管
理
業
務
な

ど
、
複
数
年
で
契
約
し
た
ほ
う
が
効

率
的
な
業
務
委
託
契
約
に
対
し
て
、

一
年
契
約
で
は
な
く
長
期
継
続
契
約

が
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
条
例
の
制

定
で
す
。

第
十
六
号
議
案

同
和
対
策
事
業
と
し
て
設
置
さ
れ

改
善
す
る
た
め
に
、
熊
本
市
や
浜
松

市
、
横
浜
市
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
制
度
を
導

入
す
べ
き
で
は
？
」

答
弁
「
事
業
選
択
の
政
策
決
定
が

最
終
段
階
ま
で
確
定
し
に
く
い
現
状

の
予
算
編
成
方
式
を
見
直
す
こ
と
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
」【

進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】

当
該
年
度
で
コ
ス
ト
削
減
な
ど

に
よ
り
削
減
で
き
た
金
額
を
、翌

年
度
に
削
減
し
た
そ
の
部
署
に
優

先
的
に
付
与
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
予
算
制
度
は
、枠
配
分
予
算
制

度
と
と
も
に
、部
局
長
の
方
々
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
長
岡
京
市
に
お
い
て

も
必
要
な
も
の
で
あ
り
、導
入
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
防
災
体
制
に
つ
い
て

質
問
「
災
害
発
生
時
に
電
力
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
よ
う
な
事
態
や
、
携
帯

電
話
も
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
状
況

が
想
定
さ
れ
る
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
住
民
に
知
ら

せ
て
い
く
の
か
？
」

答
弁
「
同
時
性
と
い
う
点
で
は
、

ラ
ジ
オ
放
送
や
蓄
電
機
能
を
持
っ
た

同
報
無
線
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
、
同
報
無
線
は
都
市
化
さ
れ
た
長

岡
京
市
で
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か

費
用
対
効
果
も
含
め
て
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
災
害
発

生
時
に
は
地
域
住
民
の
結
束
と
初
期

対
応
が
最
大
の
力
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
自
主
防
災
会
の
活
動
等
を
通
じ

一
層
の
防
災
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て

い
く
」【

進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】

防
災
マ
ッ
プ
の
発
行
に
続
い

て
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
推

進
へ
向
け
た
行
政
の
積
極
的
な
取

組
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第 9 号議案　長岡京市長期継続契約を締結することができる契約に

関する条例の制定について

第16号議案　長岡京市営浴場条例の全部改正について

第24～38号議案　平成17年度長岡京市一般・特別・水道事業各会計予算

他に諮問が2件、報告は3件、請願が1件で不採択、陳情が1件で趣旨

を了としないでした。

14、15日 長岡京市友好代表団伊豆長岡町訪問

伊豆長岡町－長岡京市姉妹都市盟約締結

20周年記念式典

伊豆長岡町　町制施行70周年記念式典

19日 電機連合滋賀・京都地協組織内議員団合同研修会

（精華町　わたしのしごと館）

23日 文化財消防訓練

26日 朝の街頭演説　阪急長岡天神駅西口

／乙訓市町議会議長会議員研修会

27日 朝の街頭演説　JR長岡京駅東口

27、28日 MCM（松下電器労組組織内議員団）

京滋奈・中部ブロック議員団研修（松阪市）

9日 第38回電機連合議員団会議

11日 乙訓地域のあり方を考えるシンポジウム

14～16日 会派研修視察（倉敷市・福岡市・熊本市）

21日 議員全員協議会（長岡京駅西口地区

再開発事業の進捗状況について）

24日～ 平成17年第1回議会定例会（～3月25日まで）

27日 長岡京市民懇杯　第1回パナサッカー3年生大会

6日 乙訓二市一町総合消防訓練

／京都市議会議員　おんづか功と語る会

15日 長岡第三中学校　第28回卒業証書授与式

18日 長岡第九小学校　第26回卒業証書授与式

27日 平成16年度第5回後援会代表幹事会

7日 朝の街頭演説　JR長岡京駅西口

／長岡第九小学校　第27回入学式

8日 朝の街頭演説　阪急長岡天神駅西口

／長岡第三中学校　第30回入学式

（期間：平成17年1月11日～ 4月10日）

☆
一
般
質
問
☆

「
生
活
便
利

帳
（
仮
称
）」


